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稚蚕人工飼料育における繭重,繭形の変動について
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1ま え が き

稚蚕人工飼料育,壮蚕桑葉育 という育蚕形式での飼育試

験例は多く,育蚕成績は徐々に安定化し,全齢桑葉育と:ま

ぼ同様な成績を上げ得るに至った。又,今後早急に解決す
べき問題点なども明確にされつつある。しかし,生産物と

しての上繭の状態,特に形状,繭重の変動について調査した

例はあまり見当らない。そこで, 1～ 3齢人工飼料育,4
・ 5齢桑葉育で得られる上繭の形状,繭重の変動をは握す

るため,1976年 と1977年の2カ年にわたり調査を実施した

ので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

1976年,1977年 に当場の 1～ 3齢人工飼料育,4・ 5齢

桑葉育関係の試験区より,春蚕期12点 ,初秋蚕期 2点,晩
秋蚕期 3点 ,各 上々繭200粒ずつ採取し,雌雄別に繭重,

繭長,繭幅を1粒測定し統計資料とした。採取年次,蚕品種

は表 1の通りである。

表 1 実施年と蚕品種

3試 験 結 果

測定個数は雄で63～ 107働 雌では67～ 129個 の範囲

にあり,雌雄とも
'0個
内外が最も多かつた。 各標本の平

均値と変異係数は表 2,3に示したが,測定標本の平均値

(表 2)では対照桑育 (以後桑育区とする)に 比し, 1～

3齢人工飼料育 4・ 5齢桑葉育 (以下 1～ 3齢人工区とす

る)の菫重は軽く,蘭長,南幅も短いやや小ぶりな繭であ

つた。変異係数 (表 3)は蔵重で80～ 146¢ ,繭長で43

～63%,繭幅では46～ 79%の範囲にあつた。1～ 3齢人

工区と桑育区では, 1～ 3齢人工区の変異係数は繭重 (♂ )

で87～ 146%(桑育区で88～ 119%以下同),(♀ )では

80～ 145%(101～ 110%),繭長(6)で 44～ 62%
(47～ 55%),(♀ )では43～ 63%(44～ 51¢ ),商
幅 6)で 46～ 79¢ (54～ 63%),(♀ )では49～ 76¢

(51～ 59%)で あつた。繭重,繭長,繭幅いずれも1～
3齢人工区の方が範囲は広く,変異係数が特に高い標本も

みられるが,逆に低い標本もみられ,明確な傾向をとらえ

ることはできなかつた。そこで各蚕期ごとに,晩秋蚕期は

年次ごとに,桑育区よりも分散が大きいといえる標本がど

の位あるか,F(005)片側倹定 を行 つた。 T値が1よ
り小さい標本については, 1～ 3齢人工区の分散に対して,

桑育区の分散が大きいといえるかどうか, F(005)片 側

検定を行つた。その結果,繭重 (6)では春蚕期鳳2,11,

12,(♀ )では春蚕期脱 ,4,10,繭長 (6)で 春蚕期M
4,(♀ )では春蚕期M4,7,10,繭幅 (6)で春蚕期M2,
8,(♀ )では認められなかつた。逆に対照桑育の方が分散

が大である標本は蘭瓢 ♂)で初秋蚕期Ml,2,(♀ )で 春

蚕期腋 3,繭長 (6)では晩秋蚕期鳳 3,繭幅 (6)で春蚕期

Ao 4,晩秋蚕期M2,3,(♀ )では春蚕期A16であつた。
以上のように,分散が桑育区よりも大であつたのは春蚕

期だけで,議重 (6)で 3/12,(♀ )で 3/12,繭長(6)F
1/12,(♀ )で 3/12,繭幅 (6)で 2/12でぁり,この大部分

は1976年の試験区 (Ml～ 6,共栄 X新白)であることから,

人工飼料による大量育の初期段階であつたことも考えてみ

る必要がある。叉,初晩秋蚕期には,桑育区の方が分散が

大きい場合が多く認められ,斉一性にすぐれるという結果

もみられるので, 1～ 3齢人工飼料育, 4・ 5齢桑葉育の

飼育形式でも一般桑育なみの揃いを持つ上繭が得られるも

のと考えられる。
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表 2 繭重,繭長,繭幅の平均値

区 分 蚕 期 番号M
繭  重 (7) 繭 長 ←う 繭  IIE ←⇒

6 ♀ 8 6 ♀

齢
　
　
　
　
　
齢

ヽ３
人
工
飼
料
育

・
“
桑
葉
育

春 蚕 期

4 169■ 0041 217■ 0064 343± 046 354± 045 196■022 205± 026

7 149±0035 192± 0045 322± 043 338± 041 190±024 197± 028

11 176±0041 225± 0051 343± 040 354±038 204± 023 209■ 024

初 秋 蚕 期
1 144±0029 178± 0045 324± 032 333± 038 189± 025 192± 025

2 154± 0031 183±0039 327± 031 333± 027 197±023

晩 秋 蚕 期

1 144±0030 172±0043 322±031 331± 032 183±020

2 146±0026 184■0037 331±032 340± 035 187±018 192± 019
3 135±0026 170± 0031 319±032 328± 034 184±019 190■ 020

対
照
桑
育

春  蚕  期 1 187±0034 242■ 0051 358± 034 372± 034 20,± 024 215± 026

初 秋 蚕 期 1 162■0048 200± 0039 338± 039 352± 02, 202± 027 211± 021

晩 秋 蚕 期
1 148■0031 178±0038 321± 032 332± 033 189± 025 196±020
2 142±0024 131±003, 324± 035 338± 035 191± 020 197±022

注.士以下の数字は平均値の95%信頼区間。

表 6 繭重,繭長,繭幅の変異係数

区 分 蚕 期 番号肱
繭 重 (%) 繭 長 (%) 繭  幅 (%)
♂ ♀

交
０ ♀ 6 ♀

1～ 3齢

人

エ

飼

料

育

4～ 5齢

桑

葉

育

春 蚕 期

1 51

2 146* 141* 73*
3 83△*

4 145* 61* 63* 51△*
5 106 51
6

7 10, 62 60*
8 79*
9 109 117 53
10 117 139* 54 59* 53

11 115* 50

115* 102

初 秋 蚕 期
1 102△* 49 53
2 92△* 44 43 57

晩 秋 蚕 期

1 117 49△* 46 57

2 48 52 48△*
3 4,△* 46△* 54

対

照

桑
育

春  蚕  期 1 91 59
初 秋 蚕 期 1 119 47 56

晩 秋 蚕 期
1 108 63 53
2 55 51

注. 1 *印は
'(005)片

側検定の結果,分散が対照桑育よりも大であることを示す。
2 △*印はF(005)≦ 10のため, 1～ 3全人工飼料育に対して対照桑育を検定した結果F(005)で分散が
対照桑育で大であることを示す。


